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①組織や会議の構成

②話し合う機会

③話し合いスキル

④情報共有

⑤事務担当者

⑥事務局への評価

⑦報酬に対する認識

⑧現状認識

⑨伴走支援者

⑩外部資源の活用

ＧＯＯＤ（良い傾向）

有志

多い

上手

多い

いる

高く評価

有りの人いる

できている

有り

なれている

ＢＡＤ（よくない傾向）

充て職や持ち回り

少ない

下手

少ない

いない

低く評価

無報酬が美徳

できていない

無し

なれていない
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土崎　雄祐（つちざき　ゆうすけ）秋田県生まれ。これまでにNPO職員や大学職員として学生向け地域志向科目や
市民向け講座のプログラム開発、自治体職員研修の企画立案支援などに従事。（一社）とちぎ市民研究会専務理事、
認定宇都宮まちづくり市民工房常務理事。公職として、那須塩原市男女共同参画審議会会長など。

皆
さ
ん
は
、
自
分
が
所
属
し
て
い
る
団
体
や
さ
ら
に
そ
の
業
界
の

歴
史
を
ど
れ
く
ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
規
模
の
大
き
な
企
業
で

あ
れ
ば
社
史
の
編
さ
ん
室
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
歴
史
を
丁
寧
に
ひ
も
解
い
て
お
り
、
県
内
各
地
で
﹁
○

○
地
区
の
歴
史
﹂
と
冠
し
た
冊
子
や
公
民
館
で
の
展
示
を
い
く
つ
か

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
当
協
会
に
か
か
わ
り
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
と

て
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
自
治
会
や
町
会
の
歴
史
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
理
解
で
き
る
の
が
、今
回
紹
介
す
る
書
籍
に
な
り
ま
す
。

本
書
の
紙
幅
の
大
半
は
、
明
治
以
降
の
町
内
会
の
歴
史
の
解
説
に

よ
っ
て
割
か
れ
て
い
ま
す
。
単
な
る
事
実
の
羅
列
で
は
な
く
、
国
内

外
の
社
会
学
者
の
理
論
を
基
に
考
察
さ
れ
、
町
内
会
が
そ
の
時
々
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
特
に
、
町

内
会
・
自
治
会
を
﹁﹃
共
同
防
衛
﹄
を
目
的
と
す
る
﹃
全
戸
加
入
原
則
﹄

を
も
っ
た
地
域
住
民
組
織
﹂
と
定
義
し
、
本
質
的
な
目
的
で
あ
る
共

同
防
衛
を
達
成
す
る
た
め
に
、
全
戸
加
入
が
必
要
で
あ
る
と
解
し
て

い
ま
す
。
現
代
の
町
内
会
に
お
い
て
、
防
災
の
役
割
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
、
政
治
や
行
政
と
絶
妙
な
距
離

感
、
す
な
わ
ち
関
係
性
を
保
ち
、
あ
る
時
は
権
力
に
か
ら
め
取
ら
れ
、

ま
た
あ
る
時
に
は
権
力
に
対
す
る
圧
力
団
体
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
町
内
会
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
戦
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
策
に
お
い
て
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
町
内
会
を
中
心
と
し
た

都
市
の
新
し
い
統
治
形
態
が
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
や
や
難
解
な
一
冊
で
す
︵
私
も
読
み
進
め
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た…

︶。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
近
現
代
史
の
見
識

が
あ
る
方
は
す
ら
す
ら
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
し
、
自
治
会
・
町
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
今

取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
意
義
を
歴
史
的
に
裏
打
ち
し
て
く
れ
る
一

冊
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

﹃
　
町
内
会
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
み
る
日
本
近
代
　
﹄

　
　
　
編
著
者
・
出
版
社
等
　
玉
野
和
志
、筑
摩
書
房︵
ち
く
ま
新
書
︶

新型コロナウイルス感染症が５類に移行して１年以上が過ぎましたが、現在、第11波と言われる流行の最中に
あるそうです。そんな中、各地域の自治会では行事の再開が進んでいます。私が役員を務める自治会でも、先月
夏祭りを開催しました。あいにくの雨にもかかわらず、たくさんの親子が来場して下さり、「うちの地域にこんな
に人いたっけ・・・？」と主催者がびっくりするほどでした。
コミュニティ組織の大切な役割に地域住民の親睦・交流が挙げられます。地域の皆さんにぜひ楽しんでいただ
こうと、事前の準備から当日の運営、そして後片付けまで裏方として多くの方々が尽力しています。新年度ス
タート時から準備は始まり、２カ月前に準備委員会を立ち上げ、テントの配置、椅子・テーブル、ステージ、電
源の確保、臨時駐車場や警備の手配、出店者の調整、抽選会の準備と景品の用意・・・実にさまざまな懸案事項
を一つずつクリアしていくわけですが、毎年の積み重ねがコロナで中断したために、一から始めないといけない
事案もあったでしょう。
この地域で夏祭りがスタートしたのは30年前と聞きました。始めは来る人もそれほど多くなかったそうです
が、今年の賑わいぶりをみると、すっかり定着したのだと実感できます。みんなの笑顔のために汗をながしてい
らっしゃる方々に本当に感謝ですね。
さて、「楽しさ」が求められるのは親睦交流ベントだけとは限りません。例えば、防災訓練、日ごろの備えが大
切だと各地で実施されていますが、残念ながら参加者の固定化や減少に悩んでいるところも多いようです。今年
も「自治会活動元気アップ研修会」を実施しますが、そのテーマは「みんなが楽しく参加できる防災訓練を考え
る」です。参加する人はもちろん、主催者側もやって良かった、と思える事業にアップデートしたい、という想
いから研修会を企画しました。来年度の防災訓練に生かされるアイディアがでてくるといいなと願っています。

安藤　正知（あんどう　まさとも）認定NPO法人宇都宮まちづくり市民工房　理事長
秋田市出身。化学品会社に16年勤務後退職し、2003年より宇都宮市民活動サポートセンター勤務、2005年NPO法人宇都宮
まちづくり市民工房設立に関わり、2019年理事長就任、市民主体のまちづくりを目指して調査研究、まちづくりの実践を行っ
ている。2012年１月宇都宮市が開設した宇都宮市まちづくりセンターの指定管理者としてその管理運営に携わる。
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